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体育【體育】は、知育・徳育に対して、適切な運動の実践を通して、脳や自
律神経系の働きを亢進させ、身体の健全な発達を促し、安全能力や運動能力、
健康な生活を営む態度などを養うことを目的とする教育と考えています。要は、
「知育」・「徳育」に対して展開される「体育」は、①健全なからだや体力・運
動能力を養う教育と考えられます。また、②学校における教科のこととしての
意味もあります。
よって、「幼児体育」は、幼児を対象として展開される体育ですが、幼児の
健全育成・人間形成を中核として考えられている方と、教科として考えられて
いる方の認識に、少々ズレを生じていることがあります。また、「体育」を
「スポーツ」に変えてはという声も時に聞かれますが、「体育」は、一運動領域
や種目のことを述べているのではなく、それらを使っての教育のことを取り
扱っているので、「体育」という言葉には豊かさがあり、質を異にしています。
そのような中で、まず人として基本となる「知・徳・体」の調和のとれた育成
をめざすことが必要です。したがって、私たちの「幼児体育」では、「体」の
分野で、さらに時代に適応して、たくましく生きる力を育もうとしていかねば
なりません。
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「知育」・「徳育」・「体育」を、「知」・「徳」・「スポーツ」に置き換わる重み
が、今、提示できるでしょうか。「体育」の本来の意味や意義、役割の大きさ
を再認識する必要があります。日本で使っている多くの言葉は、中国から学ん
だものがとても多くあります。漢字一字一句に、作られてきた経緯や歴史があ
ります。
「体育」の「体」の字を取り上げてみても、「からだ」というのは「人」の

「本体」だというわけです。よって、以前は、體（骨豊）と書いており、大元
は象形文字です。意味は、全身、本体、骨（=ほねとにくという意味）が豊か
である様を表した漢字です。「からだ」というのは「人」の「本体」というこ
とで、その教育ということですから、各種のからだ動かしや運動あそび、鬼
ごっこやスポーツごっこ、体操やダンス等を体験しながら、人間形成に寄与す
る「幼児体育」の意味や役割は、大きく、豊かなのです。
現状のところ、「幼児体育」 を、①からだの発育・発達を促し、体力の向上
を図るための「教育・人間形成」と捉えるか、②運動やスポーツの実技・理論
を教える「教科」として捉えるか、立ち位置の違いで内容が大きく変わってき
ます。
いずれにしろ、中国からの漢字文化の歴史や漢字そのもの意味をしっかり勉
強されてみると、気づいていない部分、不足している部分が見えてくるでしょ
う。「知育」「徳育」「体育」の三つのものが、人間形成の本質において一つの
ものであること、または「三者が（心を合わせて）一体になること」というこ
とが、子どもの育ちにおいて大切ですから、知・徳・体のバランスのとれた力
を育てていきたいと考えています。変化の激しいこれからの社会を生きるため
に、確かな学力（知）、豊かな心（徳）、健やかなからだ（体）をバランスよく
育てることが、幼児期から必要不可欠です。
中でも、その一つである「幼児体育」が担う役割は、とても大きいものがあ
ります。「幼児体育」を大切に考えて、子どもたちに関わって下さる皆さんに
感謝です。ありがとうございます。
全国各地域における幼児体育の発展のために、また、人々の生活の質の向上
のために、本書で得られた情報を使っていただけますと、幸いに存じます。
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人を育む幼児体育の魅力と役割
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総　論





１．幼児体育とは何か

幼児体育を、いったい、どのように考えたらよいのでしょうか。幼児体育と
は、何でしょうか。
幼児体育とは、各種のいろいろな身体運動、運動あそびや運動的なゲーム、
スポーツごっこ、リズム・ダンス等を通して、教育的角度から指導を展開しま
す。そして、運動欲求を満足させ、身体諸機能の調和的発達を図るとに、精神
発達を促し、精神的・知的側面も伸ばし、社会性を身につけさせ、心身ともに
健全な幼児に育てていこうとする営みのことです。つまり、教育ですので、人
間形成を図ろうとしているのが、「幼児体育」なのです。
では、体育あそびと運動あそびについて、その違いを説明させていただきま
す。本屋さんに行くと、「体育あそび」の本があります。「運動あそび」の本も
あります。それらの本を開いて、中を見ると、中に掲載されているあそびは、
鬼ごっこであったり、マットあそびであったり、いろいろな運動あそびが掲載
されています。「体育あそび」の本の中にも、同じ運動あそびが掲載されてい
ます。要は、掲載されているあそびは同じ運動あそびです。
では、体育あそびと運動あそびは、何が違うのでしょうか？まず、あそびは、
自発的・自主的に展開されるものです。いつ始まって、いつ終わってもいいの
です。運動あそびは、運動量のあるあそびです。要は、動いて、からだを動か
して、心臓がドキドキし、息を吸いながら、心臓や肺臓の機能が高まる動的な
あそび、つまり、血液循環が良くなって心肺機能が強くなる運動量のあるあそ
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びを、「運動あそび」と呼んでいます。
「体育あそび」も、そういう「運動あそび」と同じですけれども、幼児体育
では、教育的な目標を達成するために、「運動あそび」を使って、子どもたち
の社会的な面や精神的な面、知的な面をも伸ばしていこうと考えています。体
育の中で使われる運動あそびのことを、「体育あそび」と呼んでいます。中身
は、同じあそびでも、自発的・自主的に、いつでも終わってもいいという「運
動あそび」とは違って、体育あそびは、ある一定時間、みんなといっしょに仲
良く協力して、片づけまで、一生懸命に最後まで、みんなといっしょにしよう
とするものです。
要は、プロセスでは、努力する過程が生じるのです。体育あそびとは、教育
的目標達成のために、社会的な面や精神的な面、知的な面を考慮に入れた体育
教育的営みのある運動あそびのことなのです。そのプロセスでは、努力する過
程のあることが特徴なのです。子どもを対象に、各種の運動あそびや運動の指
導を通して、人間形成を図るわけですが、人間形成の側面には、どのようなも
のがあるのか、私は５つの側面を考えています。
あそびを通して、①身体的にも良い状態になれる身体的（physical）な面、
②友だちを思いやって応援したり、助け合ったりする社会的（social）な面、
そして、③いろいろな遊び方を考えたり、動きの仕方を工夫したりする知的
（intellectual）な面、４つ目は、④最後まで頑張る精神的（spiritual）な強さ、
５つ目は、安定した情緒で友だちと関わり、情緒の解放を図る情緒的（emo-
tional）な面の育ちです。これら５つの側面が、幼児体育での目的にもなるで
しょう。

２．幼児期に、経験させたい運動

「幼児期に、経験させたい運動を教えてほしい」という質問が、よく投げか
けられます。私は、「歩くことは、運動の基本」「走ることは、運動の主役」と
思っています。ですから、歩く・走るという運動の大切さを、ぜひ幼児期に
しっかり経験させていただきたいと願います。
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